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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 2,382 24.2 186 134.6 189 107.3 129 105.8

2021年3月期第3四半期 1,918 △0.3 79 143.7 91 105.0 62 106.7

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　101百万円 （40.7％） 2021年3月期第3四半期　　72百万円 （105.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 64.17 ―

2021年3月期第3四半期 31.18 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年3月期第3四半期 5,988 3,577 59.7 1,778.47

2021年3月期 5,594 3,526 63.0 1,753.03

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 3,577百万円 2021年3月期 3,526百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 25.00 25.00

2022年3月期 ― 0.00 ―

2022年3月期（予想） 25.00 25.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,073 7.7 204 33.6 203 22.8 138 22.1 68.67

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

2022年３月期の通期の業績予想につきましては、本日（2022年２月10日）公表いたしました「業績予想に関するお知らせ」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 2,012,000 株 2021年3月期 2,012,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 179 株 2021年3月期 179 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 2,011,821 株 2021年3月期3Q 2,011,821 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。



株式会社誠建設工業(8995) 2022年３月期 第３四半期決算短信

1

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………２

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………３

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………３

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………５

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………７

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………７

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………７

（会計方針の変更） ……………………………………………………………………………………７

　



株式会社誠建設工業(8995) 2022年３月期 第３四半期決算短信

2

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に対する緊急事態

宣言の解除により景気回復への期待が高まりましたが、感染力が強い新たな変異株の出現により感

染再拡大や原油価格の高騰など、依然として厳しい状況が続いております。

当社グループの属する不動産業界におきましては、政策支援による低金利の継続やコロナ禍にお

けるリモートワークなどから住居への関心が高まり、住宅市況は堅調に推移いたしましたが、一

方、ウッドショックによる木材の価格高騰や供給不足などから建築コストの高止まりが懸念されて

おり、先行きは依然不透明であります。

このような環境下、当社グループは「より良い家をより安く提供する」という経営理念の基に地

域に密着し、高品質低価格な建売住宅を主幹事業として事業展開を図ってまいりました。

当社グループの当第３四半期連結累計期間（2021年４月１日～2021年12月31日）の経営成績は、

耐震・制震などの付加価値化に注力し販売促進を行った結果、建売住宅事業が好調に推移したこと

から売上高は2,382百万円となり、前第３四半期連結累計期間と比較し463百万円（前年同期比24.2

％）の増収となりました。利益に関しましては、営業利益186百万円（前年同期比134.6％増）、経

常利益189百万円（前年同期比107.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は129百万円（前

年同期比105.8％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は5,988百万円となり、前連結会計年度末に比べ394

百万円増加いたしました。

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は4,930百万円となり、前連結会計年度末に比べ

426百万円増加いたしました。これは、現金及び預金が786百万円、販売用不動産が42百万円増加

し、受取手形・完成工事未収入金が248百万円、仕掛販売用不動産が147百万円減少したことなどに

よります。

　当第３四半期連結会計期間末における固定資産は1,058百万円となり、前連結会計年度末に比べ

32百万円減少いたしました。これは、建物及び構築物が５百万円、投資有価証券が28百万円減少

し、繰延税金資産が１百万円増加したことなどによります。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は2,410百万円となり、前連結会計年度末に比べ

343百万円増加いたしました。

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は1,181百万円となり、前連結会計年度末に比べ

233百万円増加いたしました。これは、１年内返済予定の長期借入金が415百万円増加し、短期借入

金が186百万円が減少したことなどによります。

　当第３四半期連結会計期間末における固定負債は1,229百万円となり、前連結会計年度末に比べ

109百万円増加いたしました。これは、長期借入金が108百万円増加したことなどによります。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は3,577百万円となり、前連結会計年度末に比

べ51百万円増加いたしました。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益129百万円の計上、そ

の他有価証券評価差額金が27百万円減少、配当金の支払額50百万円によります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

未定としておりました2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）を現時

点で入手可能な情報等に基づいて算定いたしました。詳細は本日（2022年２月10日）公表の「業績

予想に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,696,541 2,483,467

受取手形・完成工事未収入金 548,907 300,272

販売用不動産 129,658 171,839

仕掛販売用不動産 1,921,008 1,773,101

未成工事支出金 145,921 147,229

その他 62,020 54,675

流動資産合計 4,504,059 4,930,585

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 73,056 67,612

土地 640,990 640,990

その他（純額） 2,950 4,831

有形固定資産合計 716,997 713,435

無形固定資産

ソフトウエア 283 133

のれん 2,024 1,644

電話加入権 127 127

無形固定資産合計 2,435 1,905

投資その他の資産

投資有価証券 332,864 304,576

繰延税金資産 4,379 5,403

その他 33,823 33,037

投資その他の資産合計 371,067 343,016

固定資産合計 1,090,500 1,058,357

資産合計 5,594,559 5,988,943

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 192,476 219,090

短期借入金 186,000 ―

1年内返済予定の長期借入金 450,549 866,506

未払法人税等 49,779 36,008

賞与引当金 4,339 1,069

完成工事補償引当金 1,923 2,066

その他 63,158 57,009

流動負債合計 948,226 1,181,750

固定負債

長期借入金 1,109,292 1,218,098

繰延税金負債 10,258 11,131

固定負債合計 1,119,550 1,229,229

負債合計 2,067,776 2,410,979
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 578,800 578,800

資本剰余金 317,760 317,760

利益剰余金 2,540,517 2,619,322

自己株式 △119 △119

株主資本合計 3,436,957 3,515,762

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 89,825 62,201

その他の包括利益累計額合計 89,825 62,201

純資産合計 3,526,783 3,577,964

負債純資産合計 5,594,559 5,988,943

　



株式会社誠建設工業(8995) 2022年３月期 第３四半期決算短信

5

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 1,918,794 2,382,473

売上原価 1,599,263 1,942,757

売上総利益 319,531 439,716

販売費及び一般管理費

役員報酬 40,724 42,499

給料及び手当 55,252 53,529

賞与引当金繰入額 593 584

法定福利費 14,655 13,705

販売手数料 14,059 26,840

広告宣伝費 17,133 18,145

租税公課 31,212 29,824

支払手数料 37,102 38,842

減価償却費 3,822 3,466

のれん償却額 379 379

その他 24,948 25,027

販売費及び一般管理費合計 239,884 252,846

営業利益 79,646 186,869

営業外収益

受取利息 34 12

受取配当金 6,344 8,225

助成金収入 6,000 900

雑収入 4,462 5,404

営業外収益合計 16,840 14,542

営業外費用

支払利息 5,044 11,884

営業外費用合計 5,044 11,884

経常利益 91,442 189,527

税金等調整前四半期純利益 91,442 189,527

法人税、住民税及び事業税 30,299 59,681

法人税等調整額 △1,582 745

法人税等合計 28,717 60,426

四半期純利益 62,724 129,100

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 62,724 129,100
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 62,724 129,100

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 9,412 △27,624

その他の包括利益合計 9,412 △27,624

四半期包括利益 72,137 101,476

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 72,137 101,476

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　 (収益認識に関する会計基準）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下、「収益認識会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支

配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認

識することとしております。これにより、工事契約に関して、契約における取引開始日から完全

に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約については代替的な取扱

いを適用し、一定の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識

しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場

合の累積的影響額を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から

新たな会計方針を適用しておりますが、当該期首残高に与える影響はありません。

　また、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前まで

に従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適

用しておりません。

　なお、これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

　

（時価の算定に関する会計基準）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及

び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経

過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用す

ることとしております。

なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

　


